
・1994年、町内（大屋町）にある「社会福祉法人 さつき福祉会」に、職業訓練の場として
提供したのがきっかけ。

・1999年から、比較的農作業ができる４～５人に、さつき福祉会の職員１人が同行する形で
援農をはじめる。

・2004年からは、援農に来ている人の中から農作業に向いている２人をスカウトし、施設外
支援での現場実習を開始。

・実習生２人は、野菜の収穫や収穫後の片づけ、肥料まき、ビニールハウスのビニール貼り
やビニール剥がしの作業に週２回従事。

・作業内容は、行程ごとに細かく分けて単純化し、役割を明確にすることにより仕事が覚え
やすくなるよう工夫。一例として、ミニトマトの誘引作業を、ひもで結ぶ方式から洗濯ばさ
みのような誘引クリップを用いる方法に変更するなど。

・実習生と健常者を区別せず、同じように接するようにして、アグリハイランド金谷の一員
としてやりがいを感じてもらうように工夫。

・今後は発達障害がある方も作業従事できないかと考えている。

・やりがいを感じて長く仕事を続けてもらえるよう更なる工夫に取り組んでいきたい。
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